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(57)【要約】
【課題】ゆで卵等を食したりするときに、不測に手を切
ってしまうようなことなく、直線状のきれいな切断面を
得られるようにする。また、レストランやホテル等での
営業用にも利用できるようにする。
【解決手段】モータからの回転力を入力して回転する回
転体３２を備え、この回転体３２には、回転体３２の回
転中心を中心にして環状をなし、上方へ突出する環状突
部３２ｇが形成される。そして、環状突部３２ｇの上端
部には、切断される卵殻に接して切断を行う複数の切断
刃３６が離間した状態で環状に配設され、これらの切断
刃３６における直線状の刃先３６ａが、回転方向後側の
部分をそれよりも回転方向前側の部分に比して内方斜め
上方に突出させるべく傾斜するように形成された卵殻切
断具。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　卵殻を切断する卵殻切断具であって、
駆動源からの回転力を入力して回転する回転体を備え、
該回転体の回転中心から離れた位置に、卵殻に接して切断を行う切断刃を有し、
該切断刃における前記回転中心側である内方には、卵殻に接する直線状の刃先が形成され
、
該刃先が、刃先の回転方向後側の部分をそれよりも回転方向前側の部分に比して上方及び
／又は内方に突出させるべく傾斜するように形成された
卵殻切断具。
【請求項２】
　前記回転体又はその近傍に、卵殻の表面に当たって卵殻の姿勢を規制する当接部が形成
された
請求項１に記載の卵殻切断具。
【請求項３】
　前記切断刃の刃先の上面が、刃先の先端が卵殻に当たる点における接線に垂直で上記の
点を通る垂線の角度よりも緩やかに傾斜するように、刃先の角度が設定されて固定された
請求項１または請求項２に記載の卵殻切断具。
【請求項４】
　前記切断刃の刃先の上面が、刃先の先端が卵殻に当たる点における接線に垂直で上記の
点を通る垂線の角度よりも急に傾斜するように、刃先の角度が設定されて固定された
請求項１または請求項２に記載の卵殻切断具。
【請求項５】
　前記回転体が着脱可能であるとともに、
前記切断刃の態様が異なる複数の回転体が備えられた
請求項１から請求項４のうちのいずれか一項に記載の卵殻切断具。
【請求項６】
　前記回転体を前記駆動源の回転軸に対して変位可能にする変位手段が備えられた
請求項１から請求項５のうちのいずれか一項に記載の卵殻切断具。
【請求項７】
　駆動源からの回転力を入力して回転する回転体における回転中心から離れた位置に、卵
殻に接して切断を行う切断刃が備えられ、
該切断刃における前記回転中心側である内方には、卵殻に接する直線状の刃先が形成され
、
該刃先が、刃先の回転方向後側の部分をそれよりも回転方向前側の部分に比して上方及び
／又は内方に突出させるべく傾斜するように形成された
卵殻切断具のための切断刃を備えた回転体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、たとえば、ゆで卵や温泉卵、生卵などを、食したり、食に供したり、調理
したりするときに使用されるような卵殻切断具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　卵殻切断具としては、たとえば下記特許文献１に開示されているような手動式のものが
案出されている。
【０００３】
　この卵殻切断具は、環状をなす枠体の内周面に鋸刃からなる複数枚の刃板が等間隔に配
設されたものである。使用に際しては枠体を手で持って、刃板を卵殻に当てて枠体を回転
する。
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【０００４】
　この作業は一見簡単そうである。しかし意外とむつかしい。落とせば容易に割れる卵殻
ではあるが、刃板で切削目をつける場合には状況が異なるからである。すなわち、一旦、
刃板を当てて切削目をつけても、枠体を持つ手のちから加減によって枠体が容易に傾いて
刃板がずれてしまい、同じ切削目に対して継続して切断作用を付与することは容易ではな
い。このため手間がかかり、テーブルで行う作業としては格好が悪い。そのうえ、余分な
切削屑によってテーブルを汚してしまうことにもなる。
【０００５】
　また、上記のような状況であるため、レストランやホテル、旅館等において多数の卵を
食に供したり、調理したりする営業用には、到底使用できなかった。
【０００６】
　このほかに手動式のものとしては、特許文献２に開示された卵殻切断具がある。この卵
殻切断具は、エッグスタンドに立てた卵に対して上から被せて使用するもので、倒椀状の
支持部材と、この支持部材の内側に回転可能に保持される同じく倒椀状の回動部材と、こ
の回動部材を回転操作する操作部材とを有する構造である。すなわち、使用に当たっては
、支持部材の下端部分で卵殻の外周面を保持し、操作部材を操作して回動部材を回転し、
回動部材の下端に設けられた鋸刃状をなす環状の切断刃で卵殻を切断するというものであ
る。
【０００７】
　このような特許文献２に開示された卵殻切断具では、切断箇所がいたずらにずれたりし
ないため、作業性の面ではよい。
【０００８】
　しかし、特許文献１の場合もそうであるが、鋸刃での切断は回転方向と刃の切断方向が
異なり、切り込みも鋭いので、回転に際して抵抗が大きい。このため、卵殻をいたずらに
破壊して卵殻の粗い破片を生み、この結果、切断口の外観を損なったり破片が卵に混ざっ
たりすることになる。
【０００９】
　また、特許文献２のように卵に被せて使用する場合には、卵の長さ方向を結ぶ軸と回転
軸とが一致するようにしないと、切断刃との衝突で卵殻に対して無理な力がかかるためか
、卵殻が割れ易い。
【００１０】
　電動で切断する卵殻切断具として、下記特許文献３に開示されたものが提案されている
。しかしこれは、特許文献２に開示された卵殻切断具のエッグスタンドと上部の支持部材
等を一体にしたような構造であり、モータで回転する回転円板に設けられた複数本の把持
杆の先端の切断爪で切断を行うというものである。
【特許文献１】実開昭６３－４２３５８号公報
【特許文献２】特公昭５４－２２３５７号公報
【特許文献３】特公昭４８－６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　このような構造であるため、特許文献３に開示された卵殻切断具の場合も、特許文献２
に開示された卵殻切断具が有するような、卵の長さ方向を結ぶ軸と回転軸とが一致しない
場合に卵殻が割れ易い、という難点を有する。
【００１２】
　そのうえ、切断爪は鋸刃からなる切断刃と同様に突出している。また、電動であるがゆ
えに誤操作や誤作動が起こることがあり、予期せずして切断爪が動いてしまう状況も起こ
りうる。このようなときには、特に子どもなどが、切断爪によって不測にけがをするおそ
れがある。
【００１３】
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　そこで、この発明は、卵殻切断具に関して、テーブルなどでも使い易く、直線状のきれ
いな切断面を得られ、切断刃等でけがをすることを防いで使用上の安全性も確保できるよ
うにすることを主たる目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　そのための手段は、卵殻を切断する卵殻切断具であって、駆動源からの回転力を入力し
て回転する回転体を備え、該回転体の回転中心から離れた位置に、卵殻に接して切断を行
う切断刃を有し、該切断刃における前記回転中心側である内方には、卵殻に接する直線状
の刃先が形成され、該刃先が、刃先の回転方向後側の部分をそれよりも回転方向前側の部
分に比して上方及び／又は内方に突出させるべく傾斜するように形成された卵殻切断具で
ある。
【００１５】
　別の手段は、駆動源からの回転力を入力して回転する回転体における回転中心から離れ
た位置に、卵殻に接して切断を行う切断刃が備えられ、該切断刃における前記回転中心側
である内方には、卵殻に接する直線状の刃先が形成され、該刃先が、刃先の回転方向後側
の部分をそれよりも回転方向前側の部分に比して上方及び／又は内方に突出させるべく傾
斜するように形成された卵殻切断具のための切断刃を備えた回転体である。
【００１６】
　駆動源の駆動により回転体が回転し、回転体に備えられた切断刃が卵殻を切断する。こ
のとき、切断刃は駆動源の駆動により卵殻に対して確実に切断作用をするので、切断刃が
卵殻の表面をすべるだけではなく、卵殻に対して確実に切断目をつけることができる。
【００１７】
　しかも、切断刃の刃先の回転方向後側の部分がそれよりも回転方向前側の部分に比して
突出する傾斜状態に形成されているので、卵殻に対する切断が可能でありながらも、鋸刃
とは違って、回転している切断刃に指などが触れたときでも指などが切るおそれはない。
また、切断刃は鋸刃とことなり切込みが鋭くないので、卵殻に無理な力がかかることを抑
制できる。
【００１８】
　なお、卵殻の切断にあたって、前記の回転方向とは逆に回転して切断を行えるようにす
るもよい。
【００１９】
　前記の手段では、たとえば以下のような態様を採用することができる。
【００２０】
　前記刃先の回転方向先端部には、卵殻に対する切り込みを積極的に防いで緩衝すべく当
該部分を鈍化又は隠蔽する緩衝部を形成することもできる。前記の「鈍化又は隠蔽」とは
、切断刃における回転方向先端部の切断能力を減殺させることを意味する。切断刃自体の
一部を丸めたりして鈍化させるほか、切断刃の一部を切断刃が支持される部分に埋設した
り、切断刃の回転方向先端部に対向する位置に切断刃の端面を隠す部分を設けたり、さら
には切断刃の一部を積極的に覆ったりして鈍化又は隠蔽がなされる。つまり、前記緩衝部
は、切断刃自体に対しての面取りや切断刃に形成された湾曲面、切断刃に隣設して設けら
れた切断刃を埋設する部分や突出して切断刃の回転方向先端側の端部を覆う部分等で形成
される。
【００２１】
　前記回転体又はその近傍に、卵殻の表面に当たって卵殻の姿勢を規制する当接部を形成
することもできる。この場合には、切断刃による切断作業に際して、当接部が卵殻の位置
がずれようとしたときに、そのずれを卵殻に当接して抑制する。このため、切断中におけ
る卵殻と切断刃との位置関係は安定する。
【００２２】
　前記切断刃の刃先の上面が、刃先の先端が卵殻に当たる点における接線に垂直で上記の
点を通る垂線の角度よりも緩やかに傾斜するように、切断刃の角度が設定されて固定され
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た卵殻切断具であると、回転体の回転に伴っての切断刃の切り込みが、切断刃の刃先の上
面で制限を受ける。このため、深い切断はできず、卵殻のみを切断するように設定するこ
とができる。
【００２３】
　前記切断刃の刃先の上面が、刃先の先端が卵殻に当たる点における接線に垂直で上記の
点を通る垂線の角度よりも急に傾斜するように、切断刃の角度が設定されて固定された卵
殻切断具であると、回転体の回転に伴っての切断刃の切り込みが、切断刃の刃先の上面で
制限を受ける程度が、前記垂線よりも上に位置するようにした場合に比して軽い。このた
め、深い切断ができ、卵殻のほか、卵殻膜も切断するように設定できる。
【００２４】
　前記回転体は着脱可能であるとともに、前記切断刃の態様が異なる複数の前記回転体が
備えられた卵殻切断具であるとよい。「切断刃の態様」とは、切断刃自体のありさま（刃
先角度、刃先長さなど）のほか、切断刃の固定状態（固定角度、突出量など）のありさま
をいう。卵殻の大きさ、卵殻に対する切断位置、切断深さ等の条件に応じて回転体を選定
できる。
【００２５】
　前記回転体を前記駆動源の回転軸に対して変位可能にする変位手段が備えられた卵殻切
断具であるとよい。変位手段としては、たとえばコイルばねや、軟質樹脂やゴムなどから
なる弾性管、可撓性を有する板状体、調芯機構などの適宜の手段を採用できる。変位手段
が介装されていると、駆動源の回転軸の軸心と、卵殻の軸心とがずれたり傾いたりしても
対応できる。このため、卵殻をいたずらに破壊することなくきれいに切断することができ
る。
【発明の効果】
【００２６】
　以上のように、この発明によれば、駆動源を有するので容易に卵殻の切断ができる。し
かも、切断は、駆動源による切断刃の回転により卵殻に対して確実に行えるので、卵殻に
対して最初から確実に切断目をつけることができ、卵殻に対して一度つけられた切削目か
らそれないで切断が行え、見た目にも格好良くスマートに切断作業が行える。このためテ
ーブルなどでも使い易い。この効果は、回転体又は近傍に当接部を備えることによってさ
らに高めることができる。
【００２７】
　また、切断刃の刃先が前記のように傾斜しているため、切断作用を有しつつも、不測に
手を切ってしまったりすることを防ぐことができる。つまり、誤操作や誤作動によって駆
動源が不測に駆動したような場合でも、手が切れるようなことはなく、安全性を確保でき
る。子どもが触っても安全である。
【００２８】
　さらに、切断刃の刃先が前記のように傾斜しているため、従来の鋸刃による切断のよう
に鋭く切り込みながら切断する場合に比して直線的なきれいな切断面を得られ、切断によ
って生じる破片を低減できる。この点からもテーブルなどで使い易い。そして、切断面が
きれいであるため、切断後の卵殻を工作や商品等の生産のための資材に利用する道も拓け
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　この発明を実施するための一形態を、以下、図面を用いて説明する。　
　図１は、卵殻切断具１１（以下、「切断具」という。）の一部破断側面図であり、手持
ち式の切断具１１を示している。すなわち、この切断具１１では、一方の手に卵２１、他
方の手に切断具１１を持って、卵２１の長さ方向の端部に切断具１１を当てて卵殻２２の
切断を行う。切断は卵２１の丸みの強い鈍端に対して行うも、その反対側に対して行うも
よいが、鈍端に対して行うほうが、切断作業がしやすい上に、気室に対応する部分の卵殻
２２を容易に除去できる点で好ましい。



(6) JP 2010-88716 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

【００３０】
　このような切断具１１は、手で持つための把持部１２と主要な部材を内蔵した本体部１
３とを有している。
【００３１】
　前記の把持部１２は、手で持ち易い適宜の形状に形成され、乾電池または充電池、その
他の必要な部材を内蔵するとともに、前記の本体部１３に内蔵された駆動源としてのモー
タ３１をＯＮ・ＯＦＦ切り替えするためのスイッチ１２ａを備えている。また、把持部１
２の側面には、着脱式の集塵ケース１４が備えられている。
【００３２】
　前記の本体部１３には、卵殻切断のための切断機構と、卵殻切断に際して発生した切削
屑を回収する集塵機構が備えられる。
【００３３】
　まず、切断機構から説明する。切断機構は、前記のモータ３１と、このモータ３１の回
転軸３１ａからの回転力を入力して回転する回転体３２を有する。モータ３１は、正逆回
転するものであるとよく、この場合には、前記のスイッチ１２ａとは別に、正逆回転切り
替え用のスイッチ（図示せず）を備えておくとよい。モータ３１は、把持部１２の先端側
に、前記の回転軸３１ａを把持部の長さ方向と直交する方向に向けて内蔵されている。回
転軸３１ａの向きは、把持部１２に対する集塵ケース１４に対応する側である。そして、
回転軸３１ａは集塵ケース１４の開口部１４ａに対向する位置に存在する。
【００３４】
　前記の回転軸３１ａの先端には、回転軸３１ａに対して変位可能にする変位手段として
のねじりコイルばね３３が相対回転不可に固定されている。このねじりコイルばね３３の
他端には、回転軸３１ａとねじりコイルばね３３の回転力を受けて回転する回転支持台３
４が相対回転不可に固定される。この回転支持台３４の上に前記の回転体３２が固定され
る。
【００３５】
　前記のねじりコイルばね３３のほかに、ゴム管や螺旋状のスリットの入った樹脂管、軟
質樹脂等からなる軸部材、自在継ぎ手、可撓性を有する板状体３３ａ（図２２、図２３参
照）、調芯機構を用いた連結など、適宜の手段を採用できる。
【００３６】
　回転支持台３４は、平面視円形で、図２にも示したように上面に凹面部３４ａを有し外
周側の部分が上方に隆起した形状である。下面の中央には、前記のねじりコイルばね３３
と接続する接続軸３４ｂが形成されている。また、下面側部分における外周部位には、環
状をなすはずみ車３５が内蔵される。はずみ車３５は、回転支持３４の回転を安定させる
ためのもので、適宜の重量を有する適宜の金属で形成される。
【００３７】
　はずみ車３５は、図３に示したように、前記ねじりコイルばね３３よりも下側の部分に
備えることもできる。図中３５ａは通気口である。
【００３８】
　また、回転支持台３４の上面側の中央には、前記の回転体３２を着脱可能に取り付ける
ための取り付け軸３４ｃが突出されている。この取り付け軸３４ｃには、取り付け軸３４
ｃと直交する方向に延びる係止突起３４ｄが形成される。この係止突起３４ｄは断面円形
である。
【００３９】
　さらに、回転支持台３４の上面側の外周部には、平らな頂面３４ｅが形成され、前記の
取り付け軸３４ｃと協働して回転体３２の取り付けに資するようにしている。この頂面３
４ｅは、等間隔に複数個の嵌合孔３４ｆを有する。
【００４０】
　そして、このような回転支持台３４に取り付けられる回転体３２は、前記回転支持台３
４の上面の凹面部３４ａに沿うような形態であり、前記回転支持台３４の取り付け軸３４
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ｃに嵌合する嵌合軸部３２ａと、回転支持台３４の頂面３４ｅに乗る定置面３２ｂとを有
する。前記の嵌合軸部３２ａには、軸方向に延び下側が拡開した溝部３２ｃを有し、この
溝部３２ｃの上端には、前記の係止突起３４ｄが係止する係止凹部３２ｄが形成される。
また、前記の定置面３２ｂには、嵌合軸部３２ａの溝部３２ｃの方向を考慮して、回転支
持台３４の頂面３４ｅに形成された嵌合孔３４ｆに嵌合する複数の嵌合突起３２ｅが形成
されている。
【００４１】
　回転体３２の上面は、卵殻２２の端部の侵入を許容すべく凹面状をなす凹面部３２ｆが
形成されている。そしてこの凹面部３２ｆの外周縁部に、回転体３２の回転中心を中心に
して環状をなし、上方へ突出する環状突部３２ｇが形成されている。
【００４２】
　この環状突部３２ｇは、切断される卵殻２２に上端縁が接し、切断作業中の回転体３２
と卵殻２２との位置関係を安定化させる当接部としての部分である。環状突部３２ｇの上
端縁は断面三角形や円形などに適宜形成される。
【００４３】
　そしてこの環状突部３２ｇの上端部には、図４に示したように、切断される卵殻２２に
接する複数の切断刃３６が離間した状態で環状に配設される。すなわち、切断刃３６は回
転体３２の回転中心から離れた位置に形成されている。
【００４４】
　切断刃３６には、ダイヤモンドチップや超硬合金等の適宜の硬質材料が使用できる。切
断刃３６は、適宜の刃先角を有する塊からなり、直線状（直線のほか、若干湾曲している
場合も含む）をなす刃先３６ａが、環状突部３２ｇの内方（回転体３２の回転中心方向）
斜め上方（上方及び内方）に向くように環状突部３２ｇに一部を埋設して固定されている
。図５が固定された切断刃３６を示す平面図（図５（ａ））と正面図（図５（ｂ））と回
転方向後側の端部からみた断面図（図５（ｃ））である。図５中の矢印は切断刃の回転方
向を示す。
【００４５】
　この図に示すように、切断刃３６の刃先３６ａの回転方向前側の端部が環状突部３２ｇ
の上端縁から上方にも、内方にも、内方斜め上方にも突出せず、回転方向後側の部分が環
状突部３２ｇの上端縁から内方斜め上方に突出するように固定される。換言すれば、切断
刃３６における回転方向前側の端部の近傍に、当該部分の卵殻２２に対する切り込みを防
いで緩衝すべく当該部分を鈍化又は隠蔽する緩衝部３２ｈが形成されている。図５（ａ）
中の一点鎖線は、環状突部３２ｇが形成する仮想の円周を示す線で、図示例では、切断刃
３６の刃先３６ａの長さ方向の中間部も内方斜め上方に突出している。
【００４６】
　このように切断刃３６は、刃先３６ａの先端縁における回転方向後側の部分が斜めに上
がるように傾斜した状態に固定されている。また、刃先３６ａの上面３６ｂは、環状突部
３２ｇの内方斜め上方に向けて上がるように傾斜している。
【００４７】
　図６～図１１は、切断刃３６とその固定態様の他の例を示している。図６は、切断刃３
６の刃先３６ａの回転方向前側の部分の例である。図６中の矢印は切断刃の回転方向を示
している。切断刃３６の刃先３６ａの回転方向先端部は、環状突部３２ｇの上端縁から突
出していなければよく、図６（ａ）に示したように、切断刃３６の刃先３６ａの回転方向
先端部が環状突部３２ｇの上端縁と面一ではなく、若干凹んだ状態であるもよい。切断刃
３６の回転方向先端部に隣接した部分が緩衝部３２ｈである。図６（ｂ）は、環状突部３
２ｇと刃先３６ａとの間に隙間がある例である。図６（ｃ）は、刃先３６ａの回転方向先
端部を環状突部３２ｇの一部である緩衝部３２ｈで被覆した例である。
【００４８】
　いずれの場合も、切断刃３６の刃先３６ａの回転方向先端部が上方にも内方にも突出し
ないので、切断作用時の当たりが柔らかく、指などが当たっても引っ掛かりがないことか
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ら切れることがない。
【００４９】
　図７は、切断刃３６の刃先３６ａを上方のみに突出させた例である。すなわち、刃先３
６ａは、平面視で、環状突部３２ｇが形成する仮想の円周と同じ曲率で湾曲しており、回
転方向後側の部分が環状突部３２ｇの上端縁より上方に突出している。図７（ａ）は平面
図、図７（ｂ）は正面図である。
【００５０】
　図８は、切断刃３６の刃先３６ａを図５の場合よりも消極的に内方斜め上方に突出させ
た例である。すなわち、刃先３６ａは直線状をなし、平面視において刃先３６ａを、環状
突部３２ｇの円周形状を利用して内方に突出させている。回転方向先端部と回転方向後端
部は環状突部３２ｇの上端縁から突出しないが、回転方向中間の部分は内方斜め上方に突
出している。図８（ａ）は平面図、図８（ｂ）は正面図である。
【００５１】
　図９は、切断刃３６の刃先３６ａを内方のみに突出させた例である。すなわち、刃先３
６ａは、直線状をなし、平面視で、回転方向後側の端部を図５に示した場合よりも内方に
大きく突出させている。一方、上方に対しては、環状突部３２ｇの上端縁から突出させて
いない。図９（ａ）は平面図、図９（ｂ）は正面図である。
【００５２】
　この場合、刃先３６ａの回転方向後端部は、図９に仮想線で示したように、角を落とし
た形状にするとよい。逆回転させたときの切断が円滑であるとともに、安全性の面でもよ
いからである。
【００５３】
　図１０は、緩衝部３２ｈを環状突部３２ｇから積極的に突出させて形成した例を示す。
すなわち、切断刃３６の刃先３６ａの全体が環状突部３２ｇの内方斜め上方に突出してお
り、切断刃３６の回転方向前側の部分が、環状突部３２ｇから一体に突出した緩衝部３２
ｈで覆われている。これにより、切断刃３６の回転方向前側の部分の切断能力は封印され
た状態となる。
【００５４】
　緩衝部３２ｈは、環状突部３２ｇと別部材からなるもよく、形状も、形成される範囲も
適宜設定できる。
【００５５】
　図１１は、緩衝部を切断刃３６に形成した例を示す。すなわち、切断刃３６の刃先３６
ａの全体が環状突部３２ｇの内方斜め上方に突出しており、切断刃３６の回転方向前側の
部分が湾曲面で形成されている。この湾曲面が緩衝部３６ｃである。一方、回転方向後側
の部分は、先鋭に形成されている。
【００５６】
　また、湾曲面に変えて面取りをして平面で形成することもできる。このような湾曲面や
平面からなる緩衝部３６ｃによっても、切断刃３６の回転方向前側の部分の切断能力が減
殺された状態となる。
【００５７】
　これらの他の例は一例であるが、これらのように切断刃３６の態様やその固定態様を適
宜変えることによって、切断速度、切断面状態などの状況が異なる切断が可能となる。
【００５８】
　卵殻２２に対する切断箇所を変えるには、環状突部３２ｇの大きさ（径や高さ）の違う
複数の回転体３２を備える（図１８、図１９参照）。
【００５９】
　つぎに、集塵機構について説明する。集塵機構は、図１に示したように、前記のモータ
３１と、送風羽根３７と、前記の集塵ケース１４とからなる。前記のモータ３１は、集塵
機構の一部と切断機構の一部を兼用するものである。
【００６０】
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　前記の送風羽根３７は、前記のモータ３１の回転軸３１ａにおける前記のねじりコイル
ばね３３よりも基端側に相対回転不可に固定されている。この固定位置は、前記の集塵ケ
ース１４の上端の開口部１４ａに対向する位置でもある。この送風羽根３７は、前面側の
空気を後方側に導きながら外周方向に排出する作用をする。また、前記の集塵ケース１４
は、図示しないが、側面等の適宜位置に排気口を有する。
【００６１】
　このように構成された切断具１１では、図２に示したように、回転体３２が回転支持台
３４に対して着脱自在であり、また、本体部１３の開口部に取り付けられる口金部材１５
も着脱可能である。回転体３２の外周面には、取り外しに際して適宜の治具等を差し込む
ための隙間を確保すべく、切欠部３２ｉが形成されている（図４（ｂ）参照）。さらに、
前記のモータ３１の回転軸３１ａが回転方向以外に動かないのに対して、回転支持台３４
は、ねじりコイルばね３３の存在により横方向にも動き、傾くことも可能である。
【００６２】
　卵殻２２の切断は前記のように、一方の手に卵２１を持って、他方の手に切断具１１を
持って、モータ３１のスイッチを投入して回転体３２を回転し、図１に示したように卵２
１の卵殻２２に切断具１１の回転体３２を当てる。
【００６３】
　すると、図１２に示したように、切断刃３６の刃先３６ａのうち上方及び／又は内方に
突出した部分で卵殻２２に対して切削がなされる。切削時には、卵殻２２が動いたとして
も各切断刃３６間に環状突部３２ｇがあるため卵殻２２の不要な動きが規制され、卵殻２
２と切断刃３６との位置関係が安定する。この結果、複数の離間配設された切断刃３６で
あっても、回転する切断刃３６によって一度つけられた切削目に対して、継続して切削作
用をすることができ、モータ３１の回転軸３１ａの軸心方向、すなわち図１２に示す上方
に向けて切削が進行する。モータ３１の動力で切断するので容易に卵殻２２の切断ができ
る上に、見た目にも格好良くスマートに切断作業が行える。このためテーブルなどでも使
い易い。
【００６４】
　切断作業中には粉状の切削屑が出るものの、切削屑は集塵機構によって図１に矢印で示
したように集塵ケース１４に送り込まれ、回収される。このため、テーブルを汚すような
こともなく、この点からもスマートに使用できる。
【００６５】
　また、前記のようにモータ３１の回転軸３１ａと回転体３２との間にねじりコイルばね
３３からなる変位手段が備えられているので、切断作業中は、卵２１の軸心Ｌ１と回転軸
３１ａの軸心Ｌ２が図１３に示したようにずれていたとしても、卵殻２２に過重な負荷が
かからないためか、確実に切断を行うことができる。卵２１の軸心Ｌ１と回転軸３１ａの
軸心Ｌ２が図１４に示したように斜めにずれていたとしても同様で、所望の切断を行うこ
とが可能である。
【００６６】
　切断作業は、切断具１１から感じ取られる抵抗をみて卵殻２２が切断できたとわかるま
で行う。すると、図１５に示したように、卵２１の長さ方向の両端を結ぶ軸線に垂直な平
面と卵殻２２の表面が交わる１本の線で区分される２つの卵殻２２に分断される。分断さ
れた卵殻２２のいずれの切断面も、凹凸のないきれいな状態になる。
【００６７】
　なお、図１６（ａ）に示したように、切断刃３６の刃先３６ａの角度、具体的にいえば
、刃先３６ａの上面３６ｂの角度が、刃先３６ａの先端が卵殻２２に当たる点における接
線に垂直で上記の点を通る垂線Ｍの角度よりも緩やかに傾斜するように、切断刃３６の角
度を設定して固定すると、切り込みが進行したとき、切断刃３６の切り込みが切断刃３６
の刃先３６ａの上面３６ｂで制限を受ける。この結果、深い切断はできず、卵殻２２のみ
を切断するように設定することができる。
【００６８】



(10) JP 2010-88716 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

　逆に、図１６（ｂ）に示したように、切断刃３６の刃先３６ａの上面３６ｂの角度が、
刃先３６ａの先端が卵殻２２に当たる点における接線に垂直で上記の点を通る垂線Ｍの角
度よりも急に傾斜するように、切断刃３６の角度を設定して固定すると、切り込みが進行
したときに切断刃３６の刃先３６ａの上面３６ｂが制限を受ける程度が、前記の垂線Ｍよ
りも上に位置するようにした場合に比して軽い。このため、深い切断ができ、卵殻２２の
ほかに卵殻膜２３も切断するように設定することができる。
【００６９】
　図１７に仮想線で示したように、卵殻２２に対する切断箇所を変える場合には、図１８
、図１９に示したように、環状突部３２ｇの径や高さが異なる別の回転体３２に交換して
切断を行う。このようにすることによって、所望の位置での切断が可能になる。また、サ
イズの異なる卵２１に対しての切断にも対応できる。
【００７０】
　なお、切断を卵２１の気室に対応する程度の大きさに設定した場合には、温泉卵を食し
、また提供するのに好適である。卵殻２２を切除しても中身がこぼれないからである。
【００７１】
　切断刃３６は、緩衝部３２ｈ，３６ｃの存在により鋸刃とは違って切り込みが鋭くなく
、刃先３６ａが回転方向後側が突出するように傾斜しているいので、回転している切断刃
３６に指などが触れても指などが切れることはない。このため、誤操作や誤作動によって
不測に回転体３２が動いたような場合でも、手が切れるようなことはなく、安全性を確保
できる。特に、子どもが使っても安全である。
【００７２】
　そのうえ、卵殻２２に無理な力がかかることもないので、鋭く切り込みながら切断する
場合に比して直線的なきれいな切断面を得られるとともに、切断によって生じる粗い破片
の発生をなくすことができる。この点からもテーブルなどで使い易い。そして、切断面が
きれいであるため、切断後の卵殻２２を工作や商品等の生産のための資材に利用する道も
拓ける。
【００７３】
　また、前記の回転体３２を支持する回転支持体３４は、はずみ車３５を有するので、入
力された回転力を安定させることができ、回転体３２の回転力が強くなる。回転体３２に
配設される切断刃３６の数が多い場合や、回転体３２の径が大きい場合には切断作業時の
回転抵抗が大きくなるが、このような場合でもはずみ車３５の存在により、円滑な切断作
業が可能である。
【００７４】
　以下、その他の形態について説明する。この説明において、前記の構成と同一または同
等の部位については同一の符号を付してその詳しい説明を省略する。　
　図２０は、前記のモータ３１の駆動と停止を前記の回転体３２に伝達する、伝達手段の
一例としての伝達腕部材を備えた例を示している。
【００７５】
　この伝達腕部材４１は、モータ３１の回転軸３１ａと回転体３２との間にねじりコイル
ばね３３を介在させ、回転体３４にはずみ車３５を備えたことによって、回転体３２の回
転動作がモータ３１の駆動に遅れ、モータ３１停止後も回転し続けるという不都合を低減
させるためのものである。伝達腕部材４１は、回転軸３１ａに対して相対回転不可に固定
される固定環４１ａと、この固定環４１ａの周面から外周方向にのびる腕部４１ｂとを有
する。伝達腕部材４１の腕部４１ｂの上側部分は鉛直上向きに延び、その上端部が回転支
持台３４の下面に干渉するように設定されている。回転支持台３４の下面には、腕部４１
ｂの上端部が入り込む複数本の放射状の溝部４２が形成されている。常態において、腕部
４１ｂの上端が溝部４２の底に当たらないように適宜の隙間があくようにしている。
【００７６】
　つまり、モータ３１の駆動によって回転軸３１ａが回転すると、伝達腕部材４１も同期
して回転し、腕部４１ｂの上端部が回転支持台３４の溝部４２と係合して回転する。この
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ため、モータ３１を駆動したときには速やかに回転体３２を回転させることができる。伝
達腕部材４１の腕部４１ｂの先端部が入り込む前記の溝部４２は放射状であり、また腕部
４１ｂの上端と溝部４２の底との間には前記の隙間があるので、前記のねじりコイルばね
３３の作用によって回転支持台３４が左右方向に動いたり傾いたりしても、その運動を許
容することができる。
【００７７】
　逆に、モータ３１を停止したときには、回転支持台３４が回転し続けようとするが、モ
ータ３１の停止と同時に伝達腕部材４１は停止しようとする。このため、回転支持台３４
の回転を制動することができ、速やかな回転の停止を促せる。
【００７８】
　なお、伝達腕部材４１は、送風羽根３７に対して一体に形成することもできる。この場
合には、部品点数を低減できるという利点を有する。
【００７９】
　図２１は、前記のモータ３１を正逆回転させたときに確実に集塵できるようにした切断
具１１の要部の断面図であり、この図に示すように、送風羽根３７の羽根は、正逆いずれ
の方向に回転しても、前面側の空気を後方側に導きながら外周方向に排出する作用をする
形状に形成されている。
【００８０】
　正回転の場合に前記のように切断できる一方、逆回転の場合には、切断刃３６の刃先３
６ａが卵殻２２に対して切り込み鋭く切断を行うので、正回転の場合よりも効率の良い切
断ができる。切断面のきれいさを求めないときや、切断後の卵殻２２の利用を考慮しない
ときなどに好適に利用できる。
【００８１】
　図２２は、前記の環状突部３２ｇを省略した例を示す断面図である。すなわち、切断刃
３６は、環状でない適宜形状をなす塊状の刃受け台３２ｉに固定され、刃受け台３２ｉは
、回転体３２に対して着脱可能に固定されている。複数の切断刃３６は離間して配置され
ることになるため、必要であれば、これらの切断刃３６を支持している刃受け台３２ｉの
間に、前記の当接部としての突起を回転体と一体にまたは別体に備えることもできる。　
　なお、切断刃３６は、前記のように複数備えるのではなく、１個だけ備えるようにして
もよい。
【００８２】
　また、図２２では、回転体３２を底が開口した環状にした例も示している。このように
環状の回転体３２を採用することにより、前記の変位手段を、可撓性を有した板状体３３
ａで構成することができる。変位手段としての板状体３３ａは、軟質の合成樹脂等で円板
状に形成され、その上面に前記の回転体３２が固定されている。なお、回転体３２と一体
に成形することも可能である。　
　そして、板状体３２ａの中心に、モータ３１の回転軸３１ａが相対回転不可に固定され
ている。
【００８３】
　このような変位手段を備えた場合でも、板状体３３ａが撓むので、前記と同様の効果を
得られる。
【００８４】
　図２３は、卵殻２２の姿勢を規制する前記の当接部を、前記の環状突部３２ｇと同様に
先端が尖った環状の当接部材３２ｊで構成し、この当接部材３２ｊを切断刃３６の外周側
を覆うように取り付けた例を示している。すなわち、当接部は、切断刃３６の下側に位置
するものに限らず、それよりも上側に位置するもよい。この場合には、卵殻２２の切断作
業により生じる切削屑の飛散を効率よく防止できる利点がある。切削屑を効率よく排除す
るには、図示を省略するが、回転体３２の底を塞いでいる前記の板状体３３ａに通気孔を
備えるとよい。
【００８５】
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　また、図示を省略するが、当接部は回転体３２に備えるのではなく、その近傍に他の部
材から延設するなどして、備えることもできる。回転体３２に備えられる当接部（当接部
材３２ｊ）は卵殻２２の切断中において卵殻２２と摺接するので、摩擦抵抗の低い材質で
あるのが好ましいが、回転体３２と別体に設ける場合には、摩擦抵抗の条件にかかわらず
、卵殻２２の姿勢を規制するのにふさわしい素材、例えばゴムなどを使用できる。
【００８６】
　図２４は、前記のような手持ち式ではなく、置いて使用し、一度に複数の卵殻を切断す
るときに使用するのに好適な切断具１１の断面図である。
【００８７】
　図２４に示すように切断具１１は、卵２１を受ける下ケース４３と、モータ３１等の主
要な部材を内蔵する上ケース４４とを有し、上ケース４４は下ケース４３に対して上から
着脱可能である。
【００８８】
　下ケース４３は、たとえば６個、１０個などの複数の卵２１を回転不可に立てられる複
数の卵立て凹部４５を有し、その外周部に複数本の支柱４６を備えている。支柱４６には
、一部が支柱４６に挿嵌して取り付けられる前記の上ケース４４を受けるべく、上方へ付
勢する付勢部材４７が取り付けられている。付勢部材４７は、ねじりコイルばねからなり
、上ケース４４の重量を考慮して、上ケース４４を乗せたときに立てた卵２１をつぶさな
いように浮かせられる程度の付勢力を有する。
【００８９】
　上ケース４４は、外周部に前記の支柱４４に挿嵌する孔部４８ａを有した取り付け片を
４８有し、下ケース４３の卵立て凹部４５に対応する位置に、前記と同様の切断機構を備
えている。切断機構については前記の構造と同様であるので、相違点について説明する。
回転支持台３４を複数備える関係上、これらを回転するためのモータ３１の数を低減する
ため、回転支持台３４を回転させるための複数の回転支持軸４９とモータ３１の回転軸３
１ａとの間には、複数のギヤ５０を有する。
【００９０】
　集塵機構については前記の構成と同様である。図１等に示した前記の送風羽根と同様の
送風羽根３７が、前記の回転支持軸４９に固定されている。また、集塵ケース１４は上ケ
ース４４の側面に着脱可能に取り付けられる。
【００９１】
　このように構成された切断具１１では、下ケース４３に卵２１を立てて並べてから、上
ケース４４を下ケース４３に乗せる。すると、上ケース４４は下ケース４３の支柱４６に
おける付勢部材４７によって所定高さに付勢されながら維持されようとする。この状態で
モータ３１を駆動し、必要に応じて適宜手で押さえると、回転体３２の切断刃３６による
切断が行われる。この切断動作は前記の場合と同様である。
【００９２】
　そして、切断作用の進行に伴って上ケース４４が降下しても、付勢部材４７の付勢力に
よって必要以上の切断は抑制され、卵殻２２に対しての所望の切断ができる。
【００９３】
　一度に複数の卵殻を切断できるので、特に営業用に好適である。
【００９４】
　この発明の構成と、前記の一形態の構成との対応において、　
この発明の駆動源は、前記のモータ３１に対応し、　
以下同様に、　
当接部は、環状突部３２ｇ、当接部材３２ｉに対応し、　
変位手段は、ねじりコイルばね３３、板状体３３ａに対応するも、　
この発明は、前記の構成に限定されるものではなく、その他の形態を採用することができ
る。
【００９５】
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　たとえば、送風羽根は駆動源としてのモータで回転するように構成するのではなく、別
の動力源により駆動させることもできる。送風羽根を用いるのではなく、たとえばエアカ
ーテン装置などを利用することも可能である。
【００９６】
　また、回転体の環状突部と切断刃が一体のものであるもよく、回転体は回転支持台なし
で備えられるものであるもよい。
【００９７】
　さらに、回転体が一方向のみに回転するものである場合には、回転体の着脱はねじで行
うこともできる。この場合には、回転体は環状に形成できる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】手持ち式の卵殻切断具の一部破断側面図。
【図２】要部を示す分解状態の断面図。
【図３】はずみ車の装着状態の他の例を示す断面図。
【図４】回転体の平面図と正面図。
【図５】切断刃の固定状態の平面図と正面図と断面図。
【図６】切断刃の回転方向先端側の部分の端部の拡大図。
【図７】切断刃の固定状態の他の例を示す平面図と正面図。
【図８】切断刃の固定状態の他の例を示す平面図と正面図。
【図９】切断刃の固定状態の他の例を示す平面図と正面図。
【図１０】切断刃の固定状態の他の例を示す平面図と正面図。
【図１１】切断刃の他の例を示す平面図と断面図。
【図１２】切断作用の断面図。
【図１３】変位手段の作用状態を示す一部破断側面図。
【図１４】変位手段の作用状態を示す一部破断側面図。
【図１５】卵殻を切断した後の状態を示す正面図。
【図１６】切断作用の具体例を示す断面図。
【図１７】卵の正面図。
【図１８】大きさの異なる回転体の例を示す断面図。
【図１９】大きさの異なる回転体の例を示す断面図。
【図２０】他の例に係る卵殻切断具の要部の断面図。
【図２１】モータを正逆回転可能にする場合の卵殻切断具の要部の断面図。
【図２２】他の例に係る回転体と変位手段を示す断面図。
【図２３】他の例に係る回転体を示す断面図。
【図２４】他の例に係る卵殻切断具の断面図。
【符号の説明】
【００９９】
　１１…卵殻切断具
　２２…卵殻
　３１…モータ
　３２…回転体
　３２ｇ…環状突部
　３２ｉ…当接部材
　３３…ねじりコイルばね
　３３ａ…板状体
　３６…切断刃
　３６ａ…刃先
　３６ｂ…上面
　Ｍ…垂線
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２３】 【図２４】
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